
大津市立打出中学校

《学校教育の基本》

　

小項目評価 中項目評価 中項目評価 意見、提言等

1
支持的風土を育てる学級・学年集団づくり
を実践することができた。

A

2
協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケー
ション能力の育成を図る授業の工夫改善
を図ることができた。

A

3
主体的・対話的で深い学びを追究する授
業研究や研修会ができた。

A

4
生命を尊重する心やいじめを許さない態
度などの道徳的実践力を育てる活動を実
施することができた。

A

5
道徳の授業研究や資料の開発・整備・交
流ができた。

A

6 保護者等への道徳の授業公開ができた。 A

7
たくましい心と体を育てる魅力ある授業の
工夫改善を図ることができた。

A

8
体力づくりを推進する運動を実践すること
ができた。

B

9
体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで
体を動かそうとする意欲を育成することが
できた。

B

10
各種体験活動を積極的に実施することが
できた。

A

11
活動後の発表会等、学習のまとめができ
た。

A

12
保護者等に発表会等を案内し、参加が
あった。

B

13 全校一斉読書活動ができた。 A

14 授業等で図書室を活用することができた。 B

15
学力向上を目指した指導体制・指導方法
の工夫改善を図ることができた。

A

16
教職員の指導力及び組織的な教育力の
向上が図れた。

A

17
校務の効率化と教育活動の質の改善が
できた。

B

読書活動 B

A

・社会、時代の変化とともに先生方に求められる資質能力、組織力も変化し、
しんどいと思います。働き方改革が叫ばれ、授業の準備ができない程、業務量
が増えていると聞いています。行事等の選択集中、調整して先生方のウェル
ビーイングを大切にしてください。
・タブレットを活用した指導改善は魅力的です。先生方の研鑽も大変でしょう
が頑張ってください。
・指導内容も「今まで通り」ではないこと感染症予防のために生まれた「日常
ルール」も次々と取り入れられた期間。若手は若手の、ベテランはベテランの
今までになかった試練もあったのではないかと思う。生徒だけでなく教職員同
士の交流、チームワーク、悩みの共有など、希薄になりがちだった期間を取り
戻すべく、様々な改善取り組みをされており頭が下がる。先生方の働きやすい
環境が、生徒、クラスに取ってより良い成長、学びの場に影響しているように
思う。

B3  体力づくり

1

基
礎
・
基
本
の
徹
底
と
個
性
を
伸
ば
す
創
意
あ
る
教
育
の
推
進

 
主体的・対話的で深い
学び

5

・体育科の授業だけでなく、昼休みにもグラウンドでサッカーな
どを行う生徒が多く見られた。

・体力の低下が危惧されたため、授業での準備体操だけでなく、
体つくり運動の時間を増やすなど工夫し、筋力トレーニングなど
体力向上への取組を行った。

・口頭の説明だけでなく、ホワイトボードを活用することで、授
業の「めあて」や「見通し」を理解できるように努めた。また、
各単元でiPadを使用することで、生徒は自分の動いている姿や見
本の姿と見比べながら学習に取り組むことができた。

・多くの生徒が体育の授業に意欲的に取り組み、グループ学習な
どを通じて他の生徒と意見を交流するなど、「学び合い」活動を
活発に行った。

・年度初めに研究テーマについて確認し、感染防止対策を行った上で校内
研究会を行い、授業づくりについての理解を深めるなど、指導方法の工夫
改善に向けて組織的に推進することができた。
・若手教員を中心としたＯＪＴでは、年間を通して「授業づくり」をテー
マとした研修を実施し、若手教員の授業力の向上につながった。また、各
学期が始まる前に、研修会を行い、学期前の不安を取り除くことができ
た。
・全国学力・学習状況調査の結果を分析し、根拠や理由を明確にして自分
の考えを表現できるよう授業改善を行うことを共通理解した。さらに、質
問紙の結果を受けて、教科部会で分析を基にした話し合い、情報を交流
し、教員の授業改善に役立てた。
・夏季休業中や定期テストの前に補充・質問教室を実施し、基礎学力の定
着を図った。メタモジで課題を配付したり、ｅライブラリの活用を促進す
るなど、タブレットを活用して学習保障を行った。
・テストの２日目を部活動停止にして成績処理の時間を確保した。また、
連絡アプリtetoruを活用して事務処理の効率化を行った。

・校内研究、研修、ＯＪＴでの職員同士の学び合う体制を継続し、指導力・授
業力の向上に努める。
・教科部会を各学期１回の設定を継続し、「全国学力・学習状況調査」の分析
などを基に授業について話し合い、教科の中で共通した課題を持って授業改善
に取り組めるようにする。また、校内研究の取組についても確認し、より良い
授業の提供ができるようにする。
・効果的なＩＣＴ活用についてさらに学びを深め、生徒の学習意欲の向上や個
別最適化された学びにつなげる。
・学習を苦手とする生徒の基礎学力定着の手立てについて、地域の人材や資源
を含めた検討が必要である。次年度は朝学習などを行い、基礎学力の定着につ
なげていく。
・校務端末の掲示板を毎日確実に確認することや会議資料を事前に目を通すこ
とで、打合せや会議の時間短縮を図る。また、連絡アプリtetoruの活用により
校務の効率化を進める。教材研究や子どもと向き合う時間を確保していく。

・図書ボランティアの方々と協力しながら、図書室運営や蔵書点検を継続す
る。また、連絡を密にし、情報共有を図る。
・文化委員による活動で本の紹介を取り入れ、生徒同士でおすすめの本を紹介
できるような取組を実施する。
・タブレットと併用して図書室の蔵書を使っての調べ学習を行う。専門書が少
なく、調べ学習を行うことが難しい部分もあるので、予算の一部は教科の先生
からの図書の購入希望に沿って購入する。
・学年ごとの開館ではなく、全学年での開館ができるようになったので、来年
度以降も継続し、生徒が図書室に訪れやすいようにする。
・選書会を継続して行い、生徒の意見を購入図書に反映する。

4 体験活動 A

・校外学習や修学旅行を実施することができた。本年度も宿泊を
伴った修学旅行を実施することができ、豊富な体験活動を行うこ
とができた。

・２年生では、職場体験学習を３日間ではあるが行うことができ
た。また、体験前には、外部講師を招いてマナー講座などを行う
ことができた。

・体験活動のまとめは、紙ベースだけでなく、iPadを用いるな
ど、工夫して行うことができた。懇談会に合わせて生徒の作品を
展示する形で、保護者の方々に活動の様子を見てもらうことはで
きたが、発表会の案内などはできなかったことが課題である。

A

・地域や社会をよくするために、何かしてみたいと生徒が増え、地域や公的機
関等の行事に積極的に参加する割合が増える社会活動の充実。また、生徒さん
たちが今も将来の地域人であるという観点から研究研修をお願いします。
・今年度以上に、今後、様々な体験活動が行われることを願う。
・コロナ禍で体験活動が充分に実施できなかった時から開放され、心にも体に
も知識としてもプラスになる活動を。
・他学年の様子も見たり知る機会があるとうれしい。
・今年は３年間できなかった体験活動が４年ぶりにできたのではないでしょう
か。とても良かったと思います。集団で何か同じ目標に向かって工夫したり、
力を出し合う過程にもかけがえのない発見や経験があると感じる。リスクを恐
れずに引き続き体験活動をしていけることを望みます。
・多人数の体験活動を元に戻し、ITを取り入れて生徒以外の参加を増やして欲
しい。

・図書ボランティアの方々の協力のもと、図書室運営を進めるこ
とができた。
・選書会を行い、生徒が選んだ本を購入につなげることができ
た。
・国語科で図書室の本の帯を作成する授業を行い、図書室の活用
につなげることができた。国語以外の教科で授業での図書室の活
用はなかった。
・図書室で調べ学習を行う授業を行い、生徒の興味関心に合わせ
て学習を進めることができ、図書室の活用につなげることができ
た。国語科以外の教科での図書室の活用が無かったことが課題で
ある。

B

・ボランティアの皆様の協力で充実されているとのことですが、本を読む生徒さん、読まない生徒さんの２極化が進んでい
るのでしょうか。読書の質と量はわかりませんが、不読率が高いようなら低域を向かせて今年度以上に啓発をお願いしま
す。
・図書質の本から選び、帯を作る授業を受け、それらを展示したり、PTA広報誌のアンケートから「先生のオススメの本」
のPOPを作ったり、学校とPTA図書ボランティアとつながりを持って、取り組めたことがよかった。
・パソコン・ネットで簡単に調べられる今日ですが、図書室での調べ学習は大切にして欲しいと願います。ビブリオバトル
的な取り組みはどうでしょうか。
・図書館に行く時間がなかなか取れないと子どもは言っている。でも、図書ボランティアさんがいて初めて運営できている
のを思うといつでもいける図書室は難しい。
・コロナの影響で、生活に制限が多かった期間。本に触れることが増えた生徒も多かったのではないでしょうか。良いチャ
ンスでした。苦手に思っている生徒達に楽しさを伝えるあの手、この手のアイディアを図書ボランティアの１員としても考
えていきたい。
・図書室の利用を有効活用し機会を増やして欲しいです。

6  
指導改善
（組織的・計画的）

A

B

・従来の体育の授業は生徒にスポーツカーストを生むと言われていましたが、
身体的、精神的、安全安心のセーフネットとしての学校であり続け、心理的健
康作りを含めたものが大切だと思います。運動を障害楽しむ生徒の育成をお願
いします。
・体育祭での種目の内容のバランスが工夫されていると毎年感じている。
・科学的であり、視覚的な認識のもとにした体力作りは一層の効果が期待でき
そうです。
・時間的に厳しいとは思いますが、球技大会やマラソン大会などあると楽しそ
うです。
・時代や環境から体力作りにはその成長過程で身につけたいレベルになかなか
難しいと感じるが、打出中学校のせいとは通学で常に重い荷物を持ち筋トレが
できているのではないかと感じる。日々の登下校も褒めてあげたい。

・体力の低下が心配です。体力向上プログラムに力入れてください。
・中学時代は体力作りは大切であり、スマホ、タブレットなど大きな課題であ
り、さらなる積極的な取組を期待します。

・運動に苦手意識のある生徒も意欲的に取り組める授業内容の検討を進める。
苦手な生徒にフォーカスして運動課題の難易度を段階的に設定し、やってみた
いと思える魅力的な授業を作る。
・活動時間を多く取り入れ、基礎体力の向上につなげる。また、体幹トレーニ
ングやリズムトレーニングなど自宅でも取り組むことができるトレーニング方
法の紹介などを日々の授業で取り入れていく。さらにケガ予防のトレーニング
やストレッチ等を行うことで、日常生活における対策を講じる。
・ＩＣＴ教材を効果的に活用し、生徒の理解を促す一助とする。より使いやす
い環境整備を行う。
・二人一組やグループ活動を多く取り入れ、「学び合い学習」をさらに活発な
ものとする。
・運動やスポーツを「する」だけでなく、「見る」「支える」などの関わり方
を全体に周知することで運動やスポーツ、自身の健康づくり・体力づくりに役
立てるような働きかけをする。

大項目 中　項　目 小　項　目
自己評価 学校関係者評価

今後の学校改善に向けて　
現　　　　　況

A

・今年度の実践研修を大切にされ、幸せを実感できる授業改善等、学びが続け
る研修で、より質の高い教育技術のレベルアップと学習が好きになる生徒の割
合が多くなることを願う。
・グループ活動を取り入れた授業をどの教科でも取り入れられており、子ども
たちの学ぶ意欲や考える力などを引き出す工夫がされていると感じる。
・研究・研修を授業等において先生方が自分なりに工夫し実践されている様で
素晴らしいと思います。生徒の思いに寄り添った一層の指導に期待します。
・「生徒をゆさぶる課題設定」への取り組みは素晴らしいと思う。思春期の生
徒達の心をゆさぶる課題設定に期待が高まります。

・校内研後の「ふりかえり」の内容は、推進委員会だけでなく全体で共有
して改善をめざす。
・当日の授業者以外にも主体的で対話的で深い学びを広げるための手立て
が必要である。
・今年度の6月は授業無しで協議だけを行ったが、ベテラン教師や研究授
業OBなど、短い準備期間でも授業を提供してもらえるように心がける。
・「生徒を見る」授業研究会であることが重要である。

2  道徳教育 A

・今後も本年度と同様に、校外学習・職場体験活動・修学旅行などの体験活動
を軸に様々な活動をしていくことが必要である。体験活動を行うに伴って、事
前学習や事後学習の質を高めて、子どもたちが行った活動をさらに有意義なも
のにする。
・体験活動の成果を他学年にも広めていくことが求められると考えられる。現
在は各学年の廊下に活動の様子や事後学習のポスター発表を掲示しているが、
他学年の生徒は見ることができない状況である。他学年の活動の様子が知れる
ような工夫をしていく。
・今年度は第一学年では大津市の地域探訪、第二学年では職場体験を通して地
域社会との交流を深めることができた。地域との関わりを持てるような体験活
動を行っていくことで、地域と今後も関わりを持ちたいと思えるような意識を
つけさせる。

・学年で年間、学期ごとの指導計画を作成し、内容項目に的を
絞った指導案作成を心掛けることができた。

・各学年の道徳担当と担任を中心に、授業前の指導案検討や授業
後の振り返りの機会が充実してきた。

・道徳教育における全体での研修の機会をなかなか持てないこと
が課題である。

・道徳公開授業を、２回開催することができた。

A

・道徳性等を確実に育成する質の高い教育を求める声がある中、授業公
開をされる等の取り組みに感謝するとともに、教科としての道徳を保護
者、地域の人々に啓発や生命の大切さの教育をお願いします。
・担任以外の先生の道徳が設定されている点が良い。
・指導後の振り返りこそが、道徳的実践力を培うには大切だと思いま
す。学校生活のいろいろな場面、何気ない行動に成果が感じられれば良
いです。
・子ども達に、ゆっくり考える時間を取った授業で丁寧に進められてい
た。
・小学校で学び身につけてきた道徳教育。そんな自分や周りの人の命の
尊さを思うその心。自信を持って態度として表してゆける時期だと感じ
る。なかなか心の中の思いは見えにくく評価もしにくいが、一人一人の
心の声を「それで良いんだ」と確信を持てるように指導してあげてくだ
さい。

・公開授業を今年度同様年に2回は設定する。
・各学年で課題となる内容項目に目を向け、年間の指導計画とともに、学期ご
とに見直しながら、タイムリーな指導も積極的に入れていく。
・職員による授業公開や研修の機会を増やし、学校全体として道徳教育のレベ
ルアップに努める。
・各学年での教材研究の時間をより密度の濃いものにしたい。
・OJTの機能（メンター・メンティー）の活用をし、道徳授業の充実を図る。

1

B  どちらかというと満足できる 《教育目標》
　　う　打ち出す力　挑戦する生徒
　　ち　智恵を出し合い心耕す生徒
　　で　伝統を大切にして地域を愛する生徒

教育組織を改革する

C  どちらかといえば課題がある 社会全体で子どもを育てる

D  課題がある

A

・昨年度からの「きく・つなぐ・もどす」をキーワードとした授
業改善を更に進めることができた。今年度は、加えて「生徒をゆ
さぶる課題設定」についても取り組んだ。校内研修のねらいが各
教員に浸透してきており、授業形態も変化してきた。

・研修の開催方法は改善されてきた。一人の講師の先生や講話だ
けではなく、様々な指導助言を受けることも検討がいる。

・校内だけの公開ではなく、大津市内の学校にも研究会の案内を
送り参加校があり、本校の取り組みを理解してもらうことができ
た。

令和５年度 学校評価書
【評定（達成度）の目安】

達成度 指　　　　標

《校訓》　明朗・闊達　自主・力行
時代を生き抜く力を育む

Ａ  満足できる 子どもが安心して学ぶことのできる環境を整える



小項目評価 中項目評価 中項目評価 意見、提言等

18
保護者の子育てに対する積極的な支援が
できた。

A

19
保護者・地域との交流や情報発信、参観、
懇談会、研修会の実施、地域の人材を活
用することができた。

A

20
防災教育を推進し、安心・安全な学校づく
りに努めることができた。

A

21
子どもの校種間交流や教員の出前授業を
実施することができた。

A

22
校種間の合同研修会（ブロック研等）に参
加できた。

B

23
校種間の授業公開やカリキュラム研究が
できた。

B

24
いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上
の諸課題の早期発見、日常的な予防指導
への全校体制がとれた。

A

25
生徒指導、教育相談体制を確立し組織的
に推進することができた。

A

26
家庭・地域・関係機関との連携による指導
を図ることができた。

A

27
保護者の悩みを聞く個別相談を実施し、
作成した個別指導計画を活用することが
できた。

A

28
組織的・計画的な特別支援教育の体制を
確立することができた。

A

29
関係機関と連携しながら相談活動を充実
させることができた。

A

9 学校満足度 30 生徒は学校に対して満足している。 A A A

・様々な課題がある中、多様化する生徒さんの状況に応じて誰一人として取り
残されないという思いで、実践をお願いします。校長先生はじめ先生方の実践
に感謝しております。
・安心・安全で楽しく学びの深まる学校であってください。
・最高です。不登校生徒の気持ちへの配慮も考えつつですが、生徒が学校生活
に満足してくれているこの数字は励みになります。
・アンケート結果は良いと思うが、さらに満足度を向上させて欲しい。
・不登校の増加は全国的傾向であり、解決策は難しいが専門的に取り組む課題
と思われる。

・「楽しくない」と感じている１４％の生徒に目を向け、授業や生徒との
関わり方を見直し、生徒や保護者との信頼関係の構築に全教職員で取り組
む。
・生徒が安心して学校生活が楽しいと感じられるように、きめ細やかな取
組指導に努める。

・不登校生徒の増加が気になるが、概ね学校生活に満足して一生
懸命に行事や学習に取り組んでいる。

・アンケート結果によれば、約８６％の生徒、約８５％の保護者
が、学校生活を楽しいと評価している。

・生徒数が減少する中、不登校生徒や問題行動が困難化し、増加していると聞
いています。不登校生徒の問題心理面だけを考えず、社会自立連絡の観点から
考える等、体罰や暴言等いじめの背景にあることを見過ごすことなく発達支持
的生徒指導をお願いします。
・歩道を歩かず道路を歩く生徒への指導強化（狭い道では特に注意）
・挨拶について
・クラスの枠を超えて、学年として子どもたちとの関わりや目配りを日常的に
行ってくださっていると感じる。
・多様な課題を抱える生徒に対して、先生方の情報交換、コミュニケーション
をしっかりとなされ、関係機関や保護者との連携も充分になされているようで
す。その子ならではの指導、支援の予定をお願いします。
・小さな問題であったも、学校で子どもに気になる点があれば家庭に電話があ
り、長期休み中も担任より子どもに数回の連絡があったのは、早期発見の点か
ら大事な行動であったと思う。
・どんな良い環境でも、これだけの多い生徒たちが育ち合う場。数々のトラブ
ルや問題行動も起こると思います。起こったことが、問題行動ではなく、その
対応解決の方法が大切だと常に思っています。個人、クラスが孤立しないため
にも学校全体で情報を共有し、コミュニケーションを取り迅速な対応を進めら
れていて素晴らしいです。長期休み後の教育相談もとっても意味があると思い
ます。

・事案の相談と情報の共有、共通行動を確実なものにするために、主事、
子ども支援コーディネーターへの報連相を密にする。

・生徒の活躍や生徒会活動を積極的に生かす学校づくりを推進していく。
生徒からの発信をより大切にしていきたい。

・生徒が主役の学校となるように、生徒一人ひとりの居場所づくりを行
い、安心して学校生活が送れるように、日常の声掛けや見守り、機を逃さ
ない教育相談を進めていく。

・生徒指導通信の発信を含めて、学校だけでなく、家庭、地域、関係機関
と連携をとり、生徒を多くの目で見守ることをこれからも続けていく。

② 特別支援教育の充実 A

・個別の指導計画を立案するにあたって「目標」「評価」を共有
することで、保護者との連携を密に行うことができた。

・配慮の必要な生徒や学校生活への適応に支援を要する生徒につ
いて、関係機関からの助言をいただく機会を持ち、適切な支援に
つなげるとともに教職員の対応力の向上にもつなげることができ
た。

・特別な支援を必要とする生徒が増加傾向にある中、支援の必要
な生徒の情報共有と支援の方向性の検討を継続して行うことがで
きた。また、学校生活支援員の見立てや気づきを担任や教科担当
と共有することにより、よりよい支援のあり方について考え、実
施することができた。

・職員会議や研修会を通して、特別支援教育の充実を図ることが
できた。年々、個別対応の必要な生徒が増加している。今後も研
修を積んでいく。

A

・多様性包摂的社会の観点を踏まえ、特別支援を要する生徒さんや学級が増加
していますが、多様な教育ニーズに応え、インクルーシブ教育の推進をお願い
します。また、先生方の保護者が必要な助言支援がタイムリーに受けられる指
導助言体制の充実を願っています。
・支援の必要な子には、十分な配慮を先生間の連携をしっかりお願いします。
特に、支援学級生徒に対しての、全ての先生方の共通理解、情報連携に加え
て、保護者にも寄り添った連絡を更に大切にしてください。
・特別支援教育はとても力を入れて充実されていると感じます。「個別の指導
計画」活用が活きているのだと関します。ただ、支援を必要とする生徒が増え
てきている現状で、手厚くなればなるだけ指導者の人手不足の問題がおきてこ
ないか心配と、集団、クラス活動とのバランスが難しくなっていくのではない
かと気になります。
・特別支援は重要であるが先生の増員と場所の増加も必要であり、不登校同様
さらなる専門職が不可欠ではないか。

・特別な支援を必要とする生徒本人の困り感を把握し、その発達段階に応
じた指導・助言ができるよう努める。同時に、本人だけでなくその保護者
も悩みを抱えておられることを念頭に置き、共に考えていく姿勢を大切に
していく。
・支援を必要とする生徒について適切な支援をすすめるため、専門家のア
ドバイスを生かせるように関係機関との連携をさらに深めたい。１学期
（または２学期）に、専門家を招聘して“気づき・見立て・手立て”に関
する研修会を実施できるように計画する。
・支援計画を全職員で共有し教職員の意識をさらに高めるために、共有の
機会の設定やクラスごとの手立てのまとめ方などについて考える。合理的
配慮について研修をすすめ、組織として支援する力をつける機会を設け
る。
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① 生徒指導体制の充実 A

・未然防止、早期発見のために各学年、情報の共有をし、迅速な
対応を進めることができた。長期休業中には、タブレットでしお
りに記入することで、生徒の状況を把握することができた。

・長期休み後に教育相談を実施し、生徒の様子を聞くことで、生
徒と担任、学年の教師とのコミュニケーションに機会を増やし
た。各クラスの様子を担任同士が積極的に交流することができ
た。

・生徒の様子について家庭、関係機関との連携を密に取り、指導
の方向性を相談しながら協力して指導にあたることができた。

・職員会議や研修会を通して特別支援教育の充実を図る取り組み
ができた。年々個別対応の必要な生徒が増加し、対応の工夫が課
題である。

A

② 保幼小中の連携 B

・打出サミットは、学区内の各校の取組を共有し、リーダーの育
成を目指した活動をオンラインを活用して取り組むことができ
た。

・打人教各部会の取組は、コロナ禍明けではあるが、担当者のみ
の活動となったが、保幼小中高連携事業として交流を図ることが
できた。

・例年通り、小学校に出向き、授業参観や情報交流、出前授業等
を実施し、連携を図った。今年度から小中の連携を強化するた
め、２学期後半から月１回程度小学校へ授業参観にいき（「ふ
らっと授業参観」）、児童生徒の様子を交流する回数を増やすこ
とができた。

・長期休み後に教育相談を実施し、生徒の様子を聞くことで、生
徒と担任、学年の教師とのコミュニケーションに機会を増やす取
り組みができた。

B

・「tetoru]導入に伴い、様々なことで悩みを抱えている生徒や保護者の
支援に関する情報を積極的に発信していく。
・コミュニティ・スクールを活用し、地域・保護者・学校がより密接に関
わっていくことと、生徒の意見が反映される機会を設ける。
・ホームページを通して、学校の取組だけでなく、地域の行事や活動の様
子も引き続き発信していく。

自己評価 学校関係者評価
今後の学校改善に向けて　

現　　　　　況

・働き方改革が叫ばれる中ですが、子ども家庭庁が発足成立し制度的には、切
れ目ない子ども政策が一応あることから、さらなる先生方の連携推進の方法を
見直し、学習履歴等、教育データを活用した個別最適な学びの充実をお願いし
ます。
・体操服採寸のみでなく、小６世を対象とした入学説明会を復活させて欲し
い。コロナ禍に実施されなかったことは理解できるが、第１子での入学を控え
る保護者などからの不安の声を聞くことが多い。特に、子どもが中学校へ行く
機会が欲しい。
・先生方の連携は大切でしょうし、今後もお願いします。
・１２月平野小での若者交換会では、高校生とも協力し中学生が楽しくリード
してくれました。
・学区のリーダー的存在で、保幼小中の連携を盛んに行っていただきありがた
いと感じています。中学は中学時代だけではなく、その子の人生にすべての年
代がそれぞれにある様に、あこがれたり、なつかしがったり様々な感情と交流
し、少子化核家族により、うすれてきた他世代交流は心の成長にとても良い環
境を与えていると思います。

・打人教の取組にで、各校の実践や校種間の交流の機会を増やしていく。
・中学校から授業参観をする取り組みは継続しつつも、保幼小の先生方に
中学校の授業や学校の様子を参観していただく機会を設ける。あわせて、
地域や保護者の方にも参観していただくことで、学区や地域に開かれた学
校づくりを目指していく。

A

・多様な保護者に対応される先生方もご苦労が多いと思いますが、今以上
「tetoru」等を活用し多様な保護者や孤立する保護者の支援連携する資質能力
も大切になると思います。多様な保護者が自分事として参画できる教育組織等
また、社会参加、社会貢献意識、主権者教育の充実をお願いします。
・tetoru導入は、保護者の立場からも大変ありがたい。子どもが進路指導で誌
面で説明を受けてきたものがtetoruで共有されるなど使い方が効果的だと感じ
る。防災教育と共に、交通安全教育も取り入れることはできないか？行動範囲
が広がる年代だからこそ必要性を感じる。
・tetoruは多様な情報が理解でき有用です。ある意味学校の状況が見えるよう
です。
・もっと多くの保護者に学校での参観等、交流に参加してもらえると良いで
す。
・目は離さず、自立への一歩一歩を踏み出す中学時代。それまで親の管理下で
育っている様に思っていた子ども達が、自分の意思を主張したり、学校からの
手紙などを出さなくなったり、親は「あれ？」と親子の関係性にも不安を感
じ、焦ってしまいがちです。tetoruやホームページの活用は家庭と学校をつな
ぐ、とても便利で有効的だと思います。「ふらっと訪問」とても魅力的です。
・災害・防災に対する取り組みは家庭・学校が共通課題として常に意識した取
り組みが不可欠であり、さらなる充実を期待します。
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① 家庭・地域との連携 A

大項目 中　項　目 小　項　目

・入学式での説明や通信を通して、子ども支援コーディネーター
の役割や中学校の取組について積極的に情報発信を行い、家庭と
の連携を推進することができた。子育てに不安を持つ保護者に対
しては、思いに寄り添うと同時に、SCや専門機関と連携した対応
をとることができた。

・ホームページのリニューアルにより見やすくなり、更新頻度も
増えた。連絡アプリtetoruの導入により、保護者が確実に情報を
キャッチできるようになった。生徒には、メタモジクラスルーム
に配付文書を提示するなど２重体制で情報共有が行えた。
・あいさつ運動など、保護者の方々や地域の方々の協力をいただ
き、生徒を地域全体で見守っていくことができた。あいさつにつ
いては、教師が積極的に行うい、学校全体としてのコミュニケー
ションを大切にしていく姿勢を示すことができた。

・消防署の方の指導のもと避難訓練を実施する等の防災教育を実
施することができた。

・３小学校へ年間を通じて「ぶらっと訪問」を行い、児童生徒の
情報共有を早い段階から行うことができた


